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佐竹 健治教授 東京大学地震研究所所長 

佐竹教授は、津波波形、歴史資料、津波堆積物の分布などと、断層運動による津

波シミュレーションの結果を比較・照合することで、過去の地震・津波の規模や

発生間隔の長い巨大地震のサイクルを解析する方法を創出・発展させた。その分

析結果は最大級の地震・津波の想定や、ハザードマップの作成、災害に強いまち

づくりに向けた施設の設計や対策の強化などに活用されている。さらに、気象庁

の津波予測技術に関する勉強会の座長、南海トラフをはじめとした巨大地震モ

デル検討会の委員、国際測地学地球物理学連合の津波小委員会の座長などを務

め、国内外の地震・津波防災に関わる学術面、実務面の進展に向けて種々の重要

な貢献をしてきている。 
 

パプアニューギニア大学自然科学部災害リスク軽減センター（パプアニューギニア） 

1998 年のアイタペ地震と津波は大きな被害をもたらし、災害への備え、対応、

復旧の強化が課題となった。パプアニューギニア大学災害リスク軽減センター

は、パプアニューギニアと太平洋地域の災害に対する意識と備えを向上させる

ために設立されて 20 年を迎え、国内および国際レベルで数多くの教育、研究、

意識向上活動で成果を上げ、地域社会の持続的成果を目指して努力を続ける、不

可欠な存在であることは明らかである。地質学と防災の学習プログラムは、現在、

13 週間（学期）で行われ、基礎地質学や自然災害・人為災害を含む防災・減災

の基本を学ぶことができる。パプアニューギニアや近隣諸国における津波やそ

の他の自然災害に関する研究や出版物も重要なものと評価されている。 
 

オレゴン州立大学工学部 OH ヒンズデール波浪水理実験場（アメリカ） 

O.H. ヒンズデール波浪水理実験場は、1972 年に設立された、海洋・海岸の物

理過程について水槽実験で応用と基礎の両方の研究を行う最先端のセンターで

ある。共同利用施設として 2002 年以来、米国国立科学財団が支援する共同プロ

ジェクトで米国内外の研究者に利用の機会を提供してきた。そこでは学びと発

見ができる。2 つの大規模な実験施設では、津波、波浪、高潮の作用を受ける沿

岸のシステムの実験ができる。津波の発生、波浪の伝播、波浪と構造物の相互作

用、海岸構造物の安定性、海岸侵食、沖合構造物、生物付着、浮体構造物、再生

可能エネルギー装置の試験など、様々なプロジェクトが行われてきた。50 年の

活動で、約 300 の研究プロジェクトを実施し、320 編以上の論文を査読付ジャ

ーナルや国際会議で発表した。 
  


